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人権週間を前に～心に響く寓話～ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたは、あなたのままでいい」 

「君は君のままでいることに価値がある」 
 そう後押ししてくれるような、すてきな話です。 

 この少年のように、誰もがもつよさ・個性を認めること 

のできる、あたたかい心をもった北小っ子を目指す１２月 

にしていきます。  

昨年、ある研修会で、一つの寓話が紹介されました。題名は、 

「ひびわれ壺」。魂が揺さぶられるような話だったので、ここに 

紹介させていただきます。       

           

あるところに、毎日水汲みをしている少年がいました。少年は、 

２つの壺を持っていました。首の後ろに天秤棒を担ぎ、その両端に 

それぞれの壺をぶら下げて、小川で汲んだ水を家まで運ぶのです。  

その壺の一つにはひびが入っています。 もう一つのひびなどない 

完璧な壺が、 小川から家まで一滴の水もこぼさないのに、ひび割れ

壺は少年が水をいっぱいに入れてくれても、家に着くころには半分になっているのです。完

璧な壺は、いつも自分を誇りに思っていました。 なぜなら彼は、壺としての本来の目的をい

つも達成することができたからです。反対に、ひび割れ壺はいつも自分を恥じていました。 な

ぜなら、彼は壺としての本来の目的を、半分しか達成することができなかったからです。 

そうして、２年が過ぎました。 すっかり惨めになっていたひび割れ壺は、 ある日、川の

ほとりで水汲みの少年に話しかけました。 

「私は自分が恥ずかしい。 そして、 君にすまないと思っている。」 

「なぜそんなふうに思うの?」 少年はたずねました。 「何を恥じているの?」 

「この２年間、私はこのひびのせいで、君の家まで水を半分しか運べなかった。水がもれて

しまうから、君がどんなに努力をしても、 その努力に報いることができない。 私はそれが

辛いんだ」 と、 ひび割れ壺は言いました。少年は、ひび割れ壺を気の毒に思い、 そしてこ

う言いました。 

「これから家に帰る途中、道端に咲いているきれいな花をみてごらんよ。」 

天秤棒にぶらさげられて丘を登っていくとき、 ひび割れ壺はお日様に照らされ美しく咲き

誇る道端の花に気がつきました。 花は本当に美しく、 壺はちょっと元気になった気がしま

した。 けれど、 家に着く頃には、 また水を半分に減らしてしまった自分を恥じて、 少年

に謝りました。すると少年は、こう言ったのです。 

「道端の花に気づいたかい? 花が、 君の側にしか咲いていないのに気づいたかい? 僕は君か

ら落ちる水に気づいて、 君が通る側に花の種をまいたんだ。そして、君は毎日、 僕が小川

から帰る途中水をまいてくれた。 この２年間、僕は家の食卓に花を欠かしたことがない。 君

があるがままの君じゃなかったら、この家を美しい花で飾ることは、 できなかったんだよ。」 

 

 



 

 
 

１日（日） 小迎郷 郷願成就祭（奉納相撲） 

 ２日（月） 全学年１４：４５完全下校 

３日（火） 西海市学力調査（３～６年 ２～３校時） 

 ５日（木） 人権集会  引き渡し訓練 

 ９日（月） クラブ活動  

１０日（火） ３年生社会科見学（西海警察署、消防署） 

１１日（水） 移動図書（返却のみ） 

１２日（木） 特別日課開始（～２０日・金）    

１６日（月） クラブ活動 

２３日（月） ５・６年生 ６校時授業 

２４日（火） 第２学期終業式 大掃除                                                                                                                

２７日（金） 仕事納め 

２０２５年（令和７年）の幕開けです！ 

１１月４日（土） 二十歳の集い（13:00～大島文化ホール） 

   ８日（水） 第３学期始業式 

３学期の主な行事予定 

・ ２月１４日（金） 授業参観・学級ＰＴＡ・学校保健委員会 

・ ３月１４日（金） 卒業証書授与式 

・ ３月２４日（月） 修了式、離任式 

  規則正しい生活と十分な休養・睡眠で、残りの２学期を元気に過ごしましょう。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

「つながりづくり」から「つながりを広げる一年に」を合言葉に、企画・準備を進めて

きた第２回目の「つながりの日」も盛会のうちに終わりました。これもひとえに、ご多用

中にもかかわらず、たくさんの皆様にご来場いただき、子どもたちをあたたかく見守り、

励ましていただいたおかげです。昨年度まで教頭を務められていた尾畑先生も途中まで参

観されていましたが、「最初のオープニングのところから子どもたちの成長を実感して、

涙が出そうでした」とおっしゃっていました。私もいろいろなブースを回りましたが、児

童はもちろんのこと、保護者や地域の皆様が本当にきらきらと輝いておられました。最初

から最後まで、心地よい雰囲気の中で充実した時間を過ごすことができました。   

これまでの企画・運営に多大なるご尽力をいただきました学校運営協議会の皆様、ＰＴ

Ａ本部役員の皆様、そしてブースの出展によりこの会を盛り上げていただきました保護者

有志の皆様、子どもたちにグラウンドゴルフの楽しさを教えていただきました各地区老人

会の皆様、本当にありがとうございました。行き届かなかった点も多々あったかと思いま

すが、何とぞご容赦ください。これからも北小っ子をよろしくお願いいたします。 

１２月の行事予定 

さらなるつながりの第一歩に！～やりたいがあふれた一日～    


